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≪擬介≫
2大生産部門の発展テン`ポの相互関係
- ヴェ ･エヌ ･チエルコベツの壌近の編著書について-
(≪EBanOApa3AeneHhlIO6LJleCTBeHHOrOLlpOH3BOJLCTBa≫ .noÅ.
peA.,B.H.tlepKOBua.MocKBa,≪州tLcnb≫,1971r.,342cTp.)
源 河 朝 典
〔1〕
1950年代以降.ソヴェトの経済学界においてひろく絵戟されてきた問題のひとつ.しか
も社会主並的経済計画化の理論と実践にとってもっとも正賓な意味をもっているにもかか
わらずいまだ見解の一致がえられていない問題のひとつに.社会的生産の2大部門の相互
関係の問題がある｡ここで紹介する9㌧ ･エヌ･チェルコペツ編著の r社会的生産の2つ
の部門1は,数年来この間腰の研究にとりくんできたモスクワ大学経済学部経済原論部門
の問題別グループによる媒同研究の興味ある成果であるC本番の目的は,社会的生産の2人
部門の相互関係をめぐる一連の論争問題をとりあげ,ソ連文献に特徴的な ｢この間膚にた
いする多様なアプローチをある種の統一において呈示する｣ことにあり (編著者序言 p･
27).｢その最善の合理的な解決の道を発見しようと努力している｣ (崩架部前斡き)｡
rいくつかの陶題は問題提起として与えられている｣ (編嫉部前審き)にとどまるが.い
ままでの論争の過程の中から肯定的モメソトをひろいあげて正当に位置づけつつ,他方で
は批判的見解を税極的に対置して,本番全休としては,この節域における一速の問題の解
決の虚堂を志向した意欲的な批判的試論である｡
本音は2つの部と15の章からなり,第1部では生産手段生産部門の優先的発展の法則が
抽象的理絵的に考察され,邦2部では法則は具体的経験的分析のもとで考案される｡本番
はこのように異なる2つのアプローチをもつ編別構成をとっている (あとで方法との関連
でさらに言及する)｡なお,別に編著者による長文の序論がおかれてあり,当弦問題をめ
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ぐって その軸 と現在の論争点.'Jgの男臭的遭Ij,悶Qlの研允方法などにわたって生
じた力作であり,それFl錐,本書のダイリlス トでもあるe本ifの内さ8次と晋古は~=ぎ
のとうDである｡
序Zi(閑崎の愚資と方法2aEこ上せて)
(弟1革)杜金的生産のi81年rlと第2番Plの胸互明年の発展の客池的合法71枚. (罪
1費)X･マルクスと B･‖ レー .=ンの次式による拡大再生し崖の丘的分析.(解2辛)
K･マJL,タスと B･H･レ一二1/の 2年門2生産物モア ･^と辛横の周JB, (第3士)隻
産手段生産の1先的発展の汝JIJの土方. (第4♯)生島手Bt生産の&先的莞居の法J)Jの
作用条件r (節5辛)資本主護的生産話関取こもとづく生産手段生産の&先的鈍足の法
王】Jの罵里の称抜tL (芳6辛)1負王手のもとでのg=jG手良の生群のdE先的発展の法刑
のyrしい捷折的内宮とまま的利Fn.
(第2苛】罪1W lと雰2毎門の相互Eq俵の祐軸 と今日の条件のもとでの生鉦手段坐
産のit先的発展の法J11の発現形書. (第75t)生jE手6t生産の吐先鞍手色度の法用】の作用
性格のI舌鼓姓と現代科学戊輔革命. (祈8ヰ)今E3の段軌 こおける生産手段生産の東宝
的兎展の旺J判の先取形慾と註本的祐軸 , (野9♯)ソ耕 LCおけるtt金的生産の2つ
の≠門の邑展テンポの亜報門別分析 (1掛 年-1!65年). (姉lo♯)1掛 197DEF-の
ソ連邦における生産物の7*ンr軸 圧のiB誠における好1範門の投か1. (gtll辛)-,
連邦にお仁る帝lS門と好2年門のつりあいの改善, (弟L2草)r社会的生産の効率の
増大｣と r第1串門と罪2旬門の相互関係｣の柳互選偶 (邪t呼 )主要資本立並稚Bl
におけるtt全的生蓋の2つの専門の相互粥坪, (斉lJ辛)第1守門と姉2年門のつりき
いを敗走するTt軍団のいくつかの糊 作, (罪15年)那1年門と野2部門の菜畷テンポ
の♯l互帆岳の78重囲の相互作用におrlる客也的枯僕fah,
好者はft12名であり,分生にして全件のはは3分q_1を■者が書いている｡
チェルコペy(BIH LlepKOEICu.13]姶 3 6 7乱 'ii者).i'チェビノフ (帆
r HLenMEIOB. 1 5辛). マ ,^イyェフ (n A_州 a^uueB. 2･S辛).プル･(
シェフスキー (B.r]nJItJuJe8亡Ll畑,4 B亜). イワ ノフ (K)州 HBITOB,5
呈). ベ シュホ/フ (lU a.nCLleXO帆 9 111辛).サ+ イェ7 (M CI
CiLKHeB,_0辛),+lJチエ1/コ (EL H L(MPH.l叩 XO,l上衣). y'Jl/ (H r
Lll"^'HH.1凍 ).ニキチン(C l^ HLtKMn･Et,13年).クr･ゥロフ(a NtKyAFN)a.
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(第14幸) ェフスチタネー イ▲ワ (An.E∝ Tm leeta,15宰)｡
本吉の王塩Z)も'ているZE染上･爽於上の廿9,について多少のことをふれておきたい.
周知のように,技捕進歩にもとっく労41生産性の増大のもとでの拡大半生&のih捜k:お
ける生島手長生産肘 Fの軍二た的発足は,7ルクスによってその現生的美也を与iら九.
Tいわゆる市場間BlについてJの巾で1,-ニ-/[⊂よって技術J!歩の軍国をとり入れた拡大
再生羅盃式によってeliEされ,汰別として確立された- ｢生産手段のための生生手原の
生産がもっとも急jiに増大し,それについで泊女手投の1=めの生産手段の生まが七大し.
消せ手段の生きはもっとも軸 に類大するJ(レー こy全集好一を.大月音店長.p.JX)).
しかし.この社則は.あくまでfE未主麓的生掛こq]して確立きrL,ているのであって,本音
においても rレー ニンのJ著作には杜金主幾において生産手段生産の&先的発展の法LyJが作
用するかどうかについてのd鼓の首及,まない｣という立切がとられている(I 9).ただ
わずかlこローザ.A,タセ/プJLJグの T資本書辞軌 へC･評注に如 ､て.吐金主itカもとで
の虫酸手段と消費Pf叫の相互関係lこふれたことはあったか.これlこ上って社会生糸のもと
でのこの法Jlの作用についてのレー ニンの見事を知ることはできILい｡
祉金主点のもとでのこの法則の作用を主戦したのはスターIJンである.祉金主農のもと
ではマルクスの再生蒐絵における2つの部門¢租互閃供IijB用できtLいとするヤ13ソェソ
コを批判して かれは.マルクスの再生蛋書は rすべての牡金紙戊仕- とくに杜金主義的
社台gt成拝をもふくめて- Ptとっても効力をもっているところの.再生産の-頚の基本
的祐命題J ｢拡大7i生産のもとでは年産緋手段の生産が*先約に18j色するという命JLJ
をふくんでいると主張した (rソ向ZZにおける祉金主範の8折的祐問gLLlgS2年.弗釈El
艮文AL,pfL99-97).ついで.スター )ンの主g;の正枝の彰■のもとに.ノ基弗科学丁
カア ミー r好 学裁可等j仇 954年に発刊され,同じくr生産手放生産の*先約発展を正
大78生産の兆通経済法則 として漁した｣ (p ユ0)｡社会主題2)もとでのこの法rDJの作用
は,長く註工真澄先攻張との嬉びつきにおいて考えられ.そのEt虫的82九とみtLされてき
た.ところで.各点におけ るこの長打苗のモ速の変遷をあとづけて.チlル コペノIilge2
年の罪4版lこいた.>て この教科書がr斉木王義k:たいする社会主我¢4E放生としての罪
IfB門と筋2錐門の発展テン判こおける増大していく行暮という解釈を比延JTることを
兄い出している｡かれに上ttは.この変化は進化 (9ZnJN)LHJ)であり.rGOq の前半
と中敷 こノ連文献でのペらtもていた主要のある範EMと2)むすUつきをになれて考えること
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はできfJLlい｣ (pp･u～12)｡｢ソif文kでのJ<られていたJ主菜KついてIibが四にす
でにk7介されたことがある.たとえば 鴎托rノV,ト工来生垂の分rTJ (哲鼓81占,昭
和乱年.珊2釆).野 村々-碓 rZl民所持と再生軌 (岩浪香店.昭和〇年.第2手許4
好).盛砂躯 rlt全土ikのもとでの王工X後先免患冶茄のJI蓋的8LZBfこついて｣ (r鎧折
等書.IlgGC年.恥 を第3号).伺 r姓金主投のもとでの r生産手段生産のiE先的#f大2)
法札1は作用しているか｣ (｢t止罪拝所評iJl柳 ,邦10を.解7号)などがある｡
この問題は.今EIの科学妓術本命O成巣と社会的分点の生産性の増大にもとづくすぐれ
て事Jg的な晃展-a;杜金主主材 の8行の持諒,およびソ連や71-Jゴ=くおける近年4)祈
しい提折現生とむすぴついて.経済学研究においていっそう注目されるようにIEった.
(以下の弧 は拙b ｢/遵jS茄8次5カ年か背の東庄EE祝｣岡山大学鼓垂紀 勢罪8号,
1972年による).
ソ差井においては,第8次5ヶ年計面hl(19654-1970年)において.罪 1丑に見るよ
うにBグ ,^-7'の発展テンポがAク′ルーブのそれをinいこしIL これは.Bl兼の成長坤を
工夫の成長中lこ近づけ ることとならんで.n升肘生産の成長串を生&手段生産の成長中に
帝1鼓 エ l E 丘 成 長 中 (約年対比%)
出所 CCCP tILfJ10ptalg7O ro.Iy. CTITlm tleCIdkc6opEr,爪叱 83-
1371.cTFI73
近づけることが,ポ8次5ヶ年計ifの原生点E3襟であるところのrg瓜の生活水神の大略IL
向上と物質的文化的政文の完全な充足の方途として池まき たことlこEqBEしている. この媒
向はふたつの点で注Elにあたいする｡ひとつは-JTして生左手畏生産寺門の任先的発展に
もとづいて鹿EHIされてきた/連邦の抑 止改方式 (しばしは r孟工票tE先主凄Jとよばれ
た)k:あらわれた井的1変化のきざしであるということ｡もうひとつは.柄井対生産毛肝1
のgt先的免鼓と拡大再生産の鼓件 合法則性をめぐる薄染上のJnJJが賀来に提足されたと
いうことである.
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3グルーブの硬先的発展の頒P･Jri訪9次Sヶ年朴育lこおいても推持されることにCEって
いる.すfLわち,1970年を10とした1975年の工集生産計i白ばは.Aグルーブが141-
145.3グJL,-プが144-148であり,Bグルーブに耳い泥炭テン.fが与えられてい る.
｢tt金主&生鹿の前い成戊牢.その勅平のTE･J上と科学技術の3b辞ならびに労血生産性の急
速IL向上を土台にして,四民の物fT的,文化的生活水中の大qEな布姐を録称するJことが
Sヶ年軒Tの主要1}油 とされている. (▲グループ (生産*工3tl即1)一里工兼 JIグ
ループ (絹政財工巣部門)-痕工英という対応が正確でないことは首うまでもIAtい｡tIグ
ルー1の1先的兎鼻は1工秦およびtl縮進歩の主群的工jt母Plの紙 的尭皿の方向の事更
を意味しILい ).
ここでは,社会的生産の決定的1先展輩EJと考えられているのは社会的生産の効率であ
り フLyr兼FID:はその玉水的な柑t5である (瓜定生産フ*ンFの¢杜は生産フ寸ン
ト捷fE且において蛸 以上をlしている)｡科学技杓の瓜連ぢ進歩k上る労■生産性の向
上のもとでは,生産される労触手良の効果皮の向上と雌 化の姑巣としてフォンド躯的皮
の低下横内が本兼みられるはIrである.薪抑 幼よoもとでfgJq串托8だけでIilLく生産
フォンrtt川村までが91人されたのは.この本来の俵F'】与促すねらいもあっf:｡妨8次5
ヶ年軒高qにおいて1967年-1gGB*にフォンド躯的皮のいくらかの払下現奴がみられ.GSl
定生在7■ンFの劾¥的私用の効果ともとれlj:くはtlいP.それはフ寸ンド兼的丘引き下
げのnJ)較かつ十分な効果としてあらわれているわけではない｡と同時に.フォンドJC的LE
のJg大にたいしてrF用した車用は甥 には生産フ*ソドの柳 的利用とはもっと別のとこ
ろにももとめられている.,首領の劫等の水中は多くの点において投丑の分放.脚 の
長勅化.L2Blのq故的柵連と物的fI地の不-致 大益の組 成稚改,企iL改計作1上のミ
ス1との以机から行7iされてきたくtI蛙左上>がやはり… tとIL1ている.たとえtl.
現Lこ漣糾 の生盗用Jt投の完成のためだけ;こも1.醐 ･^-ブ ,^bl涙声で.Ett15ヶ年計
盲仝tを輩するということであり,建設中の漣剛 史の大きさは投斉爺.物的宍涼.人的
細 に-=いて,光井のk)Jの2SLE～3倍JC抵当するということである｡
さらに丙8円の相互Eq床にたいナる蒼古たちのP心をひきつける刑の帆血,i.発展した
匂木壬鼓EElにおける現虫である｡比企的生産のFi毎門の発展テンポの相互朋臨Lこついて.
たとえl三.TJIカではおおよそ1附 からつぎの事情がtEZFされる :I.GO)-
①Aグルーブと8グループの先便テ./ボ0)捷近のみじかい訊問が鵬 される｡㊥両即 勺の
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発展の相互内掛土掻辞の月籾的発展とむすぴついている｡▲デル-ブの*先的兎展は.一
般的なエ兼発展の相対的に訪いテンd'の時AIにみられる｡@軒1範門の牡先的発展の法則
の実現の矛盾が強まり,その発現はそれほと明枚でIilJ亡くなった｡
つまるところ,鯛心耳rli,ひとつは.洞只野料のBt先的先度は拡大再生産の一般的法則
性とどのようにかんれんするかであり.もうひとつは. r特用好釣の共j58Zf珪J11jli.
技術革新の不断のjgi腰のもとで具休的1こはどのよう1かたちで作用するか (社会は哨政財
1単位あたり生産手段生産を社会的放映で刑はすることに成功するか,l吋帝門り#l互粥係
は社会的生轟の効¥の増大とどのように相互遵tqしているか)である｡
水音において.すべての技術進歩の丘史的斐令は扶持作3tによる宇労●の交81eあるこ
と.これが生産手段生産の使先的発展の法則の物ff的茄盤で売ることが広t別的立堀として
経過されて′､る- r投合的fLO廿化された生点への移行がそのABの始発であるとこち
の現代の科学技術革命は,鼓は労*による手労為の代役という技術進捗の不変の腰史的使
命を遂行している.生産の自助化の為筏は.対数化された労■による生労Aのいっそうの
現題,洋本 (フ*/ド)の技術的桝成･有杜的捕戊の増大をもたらす,現代4:妓術過少
は 生ま手&生産のま先的発展の汝片Jとriって表現されるところの物fF的叢生を破hLLな
いJ(p 159)｡
そのうえで.法JDJのrFjfJfこたいする生産薄力のJE書が問題とされる- rこれと同時に
生産技術および生集工程の分野での今日の成典lこもとづいてこの法PJの作用の邑格とメカ
-ーズLIEもいて生じ.エ美的に発JEした資本主義fZ;田･社会主よ諸国のEL民8浜において
東車lf的なaF丑的aL化.ならぴFこ一定のtt全的始発をもたらしつつあるところのきわめ
て来襲1雀正を考度し1-いわけJこはいかIA-い｡社会的ま化が.逆につぎには.祉金的生産
の輪込にたいして.郊1年門と方2稚門の晃虎テンポの細互開脚こたいして.破堤的な題
作用を示す｡生産格ノJU)高い尭1良水準をもっているfi本王毛碕四･lt金主益諾ESlにおける
現在の段常での明叶な好1串門と第2称門の見舞テンポの荘近が生産手放生産の暮先的売
渡の法則の作用の笹正の外的玉串である｣ (pp.159-160).
〔2〕
本等lこおいて示めされる1i の々冷点･命題はその多くが周知のものである｡しかし.す
でに指納したよう【(.本廿の目的は,ノ達文以iこ特徴的であるところのこの間凪にたいす
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る多様な丁ブローチをある凍の淡-IC如 ､て盈示することにある｡木石の特敬も.そして
太aも なに上ります 弟 1にこのような問題改定とこれk:もとづく方法lこある上うに患わ
れる.
多くの生者が ｢生産事Bt生産のBt先的発展｣をめぐって.マルクス･レ-エソの命府に
故もしつつ.社会主我ESIl}らUに草木主&国の8済発展とみっせつにかんれんさせて茨木
王掛こおけるこの法則の作用とくらべた牡金主穀のもとでのその作用の共適性と特有盤を
治してきたにもかかわらず,なお故-した見群はえられていTLい. こ¢ことb･ら.艶明す
るうえでの本文的な,収束的な,決定的Il何かが欠険しているのでは1いかと考えること
は自然でもある｡だから.薄宵の立役の独自似ま.その典t的拭米 紙.および祐典弘を的
漣づけるその方法lこますもとめられるべきであろう｡
本有の方法上のは心はつぎのことにある｡(1性尾括関係と生産祐力の両面から社則の作
用が分析される｡生産力のDT面を実軸しつつ.しかもなお,法則は生産宛的床lこ上って井
的旋定を受ける｡ (生産帆係と生戎力,形式と内容の相互規定の弁証法)｡(21本耳と吸取
の両面からの法則の作用が分析される (法blJのG証と東証の杓互関係).良能的分析を車
扱しつつ,LZF'もなお客糾 合別姓が簾明される｡本書に如 ､て対象･方法･溝庇は不可
分の的係にあるが,その独自性を.従来の特故ryrコンセプトとのEq速に･bいて示そう｡
(本書の多くのS分において.とくに序Bと甘3I6I7書で.方法の閲丘が考#されて
いる.以下は主として木骨好投によっている｡)チェル⊃ペノIi.沸1即 Iと軒2缶門の
掩互臥床k:おけるPiしい軌 を ｢も?ともラディカルに野¢する2つのコンセブ H とし
て,つぎの2つi･あげている.1つは.控済淡計的什耳Irもとづいて 浸代の科学技術革
命の灸件においては.この肱Auの作用は伸止するとする主張であり.もう1つは.社金玉
atのtt金的&恥士一一般に.こa)法blのrFfF]のための灸件をふくんでおらす,この浅見はBz
木主我の生産現床とだけ括びつけられIlけれはILらIEいという王領である.
この2つの主串はどちらk:しても同一の新しい現9rにもとづいて.現段FBの社金主*の
もとでの生産手段生産即 ,の¢先的発展の法則を否定していることでは共立している.チ
Lルコベ/がここで珪恵をうながしているのIi.この2つの主iAの立絵の対立lこたいして
である｡訪1の否定姶ほっぎのような実技をふくんでいる- 棚 手攻生産のiE先的発
展は.扱奴労軌 ⊂よる姓分地の大正的排除の時期,すなわち.工菜化の時期にだけ生じ.
-11卜一
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フォンド効率と原材料効率.生産手段の低廉化の急速な増進のもとでは停止する,㊥生産
手段生産の優先的発展の直接的基盤は生産話力の発展段階である,0この法則は資本主義
と社会主義に共通なもの一しかし,生産諮力の発展の一定の段階においてだけ作用するも
2),あるいは一定の段階であらわれるところの一般的傾向である.㊤フォンド効率 ･原材
料効率 ･生産手段の価値の遊動は生産手段生産の優先的発展の法則 (傾向)の作用あるい
は非作用の問題の解決をあらかじめ規定するところの直接的なファクターである｡
また.節2の否定論はつぎのような契桟をふくんでいる- ⑦この法則の作用はもっぱ
ら資本主義的生産形態とq)みむすぴついており.この法則の作用は社会主義的生産関係,
社会主義の基本的経済法則.社会主義的生産の目的に矛盾する,◎この法則は資本主義の
特有の法則であり,資本主義がつづくかぎり,生産活力の発展の水準がどのような高さに
達しようとも作用する,0過去労働の節約 ･過去労働の効率の運動の合法則性は支配的な
生産関係に依存して,この法則の形で実現されたり,実現されなかったりするところの一
般的前提としてだけあらわれる (pp.7-8)｡
このように相互に対立する立論にもとづく2つの主張に共通した問題はその方法にあ
る｡筋1に.経験的プロセス-現象の次元での観察にもとづいて,法則の消滅を共に主張
していることである｡第2に,一方は生産力にのみ俵拠し.他方は生産関係にのみ依拠し
て,法則を規定するモメントとして生産関係と生産力を対立 ･相互排除の関係としてのみ
とらえていることである｡第3に.したがって,共通なもの (一般的なもの)と特有な
もの (特殊的なもの)の相互関係がそれぞれにおいて2つの鹿瑞に帰せられているという
ことである｡すなわち, ｢榊特有なものへの共通J'=ものの解消｡ その結果.共通なもの
が.一定の枠内でのそれに固有の独自性を失う｡tb)共通なものへの特有なものの蒐元｡そ
こでは,偉有なものの特殊性が消える｣ (p.26)｡
こうして2つの香定論は全く対立するものとしてあらわれるCこれにたいして,本番の
若者たちは第1部門と第2部門の相互関係における ｢新しい現象｣を ｢一方では生産話力
の発展の最新の段階にもとづいて生T3,他方では社会主義的生産関係のもとで特徴的であ
る｣ (p.フ)ところの現象であると考える｡だから,ここでは対立的に相互排除されたと
ころの現象と本質,生産力と生産関係.共連なもの (一般的なもの)と特有なもの (特
殊なもの)を統一する方法が問題となるのである｡それぞれつぎのように考えられている,
(1体質と現象との関係では,法則 (内的法則)と統計的 (経験的)浩別姓が区別され.
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それぞれに対応して.抽象的理毛的分析と具体的l統計的 (軸 的)分析の2つの接近方
法が考えられている.
本宅と現象については,それは決して同一でIifLく 法即 1決して托沖lAtかたちではあ
らわれず.RJlJとその耗象形Bとの背杜は外見上の也互排除にさえいたるという観点が玉
東的k:とられている.すなわち.内的な撞軌ま.現熊の統計によっては.Yt珪I=fE望すら
ことはできない｡lぜILら.節11C.｢捷升的法則性においてうけとることがで与るのは
内典の法則とそれに反対に作用する持碁凪- その中には反対の方向に作用するところ2)
別の客軽的括法hJがありうる- の交差した作用の表現である｣ (I.23)からであり.
妨 21こ, ｢法則とその最姓の発現形岩のT;nにはく扶Jr環 npo3deXyTOIJlueユ■eHhJt>が
存在しうaJ(p.24)からである. しかし.出免点の法丹lかれましたわけでEiflく,刺
渦中の棟内的低下の法則F〔もみられるようlこ,｢内容的な 抽象社台的な分析 (coAe-
pxJTt^hNtLih6cIp KTM)･TeOPm LleCmJIJ岨乃M3)だけがそれら 〔からみあう諸事因
･結城向)の分■oZE作,それらの間の主従ED床の辞明を行なうことができる｣ (pp.23
-2･I)｡撞f削iなFtよりもますea正されるべきILのである｡
と珂時I(.今E]の急速TL料千枝捕手命の遵長のもとでの生皮手段生圭私門のt先的免廉
の法則の作用に彰事をおよばす格夢tZaの運動は本8全体をとうして書者たちの狂犬の用心
JLのひとつとなっている.すなわち,r社会的生産0部1年門と蔀2即 ,の艮休的な由互
PI床を規定するところの好要因のJi体のいっそうの左Zi的研究は.うf:がいtなく.d民
8演的升削 t.を科学的に故地.}けるエレノ/トとして必弊TEものである｡問題なのは.辞
1卿 1とす2肝 Iz)実存にできあがり,影庄されている相互月集についてのA体的丘計的
研究でもあり.同時Fこ,このつりあいの科学的予渦でもある｡生産拝力の発展のいろいろ
なBtF8および一淀の社会的78灸件のもとでO帯1即1と市2各円の発展の結重民の研究が
考Jlに入れられも｣ (I.6)｡
I2)生産手段生産のgE先的発展の法則は生農Eq床と生蛮力の再方によって規定されている
と考えるとき.ここでは.く法珊OrF用形玉> (lopNa Ad ぐ丁叩1 3aXOlq)という用
梧法の意味の分化が方法上溝要であるとされる｡ます外的発現形態 (tIl1eLJlrt40opNLJ
TIPORBiT亡NTR)からEg邪するところのく本文的形JE>(eyLqeCT8eNM綿 か〉pNa)がⅩ分
される. これは生jE#熊岳の支丘とtTすぴつけられる. r安土主兼的生左F廉およびtt金
主幾的生産艶係U.生産手段生産の従先的発展のはJDjの木耳的形態を皮だするのであり,
-1231
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この木耳的形態が同時にこの法則の社会的内容をちなしている. この社会的内容が.つぎ
には.形壬として.しかしまさにBlの関係において,まさl⊂珪J)Jの<一瓜的な物F的土台>
(06u18JINaTeP伽nbFla刃 ∝ MOB8.- こDことによって禾背で士味されているのIi.坐
正措力の水gi,鮫 と社会約分兼に薮現されるところの生朗 筏の社会的tt港である-
との帆床Lこおいて,現われる｡法則の作用の本ガ的形態が.fi本土Aと社会主義のも亡で
の,法則の実現 (発現)のIt錐的メカユズ▲の玉華TA-ェ レ7I/トを奴定する.本卵 1
年においでは.<法J)1- 方夕的形要- 外的発現形態>の準用が考其されるj(pF 2S-
2S).第1軸では生産手投生成肝 の硬先的発展の汝別が,マルクス･レー ニンに依拠し
つつ税払づけちれ 生産ZlI係によってBL正される法則の社会的内餐.作用集件が考#さ
れている｡
さらに,生産力とのtTすぴつきにおいて く珪恥のrF-用牲ヰ> (3(叩aJ(T叩 JLeAcTIJtJ1
31KOHa)が区分される. ｢このiZ･別の外的発現形態払 生産桔開帳k:よ･'てばかりでな
BP~る必手性が生する.生豆の社会的形態からは独立 1こ.牡JtZの作用J=木F的なBE正をも
たらすようtl生董Jf力の粥 における括変化は,本吉では<技JDJの作月の性鳥>という銭
金とtlすぴつけられている｡妓拍述歩によってひきおこされるところの抜JyJの作用の性格
における脈 化は,対応するかたちで.法Blの外的完現形巻にたいしても反映される｡
<法Jn一作FElの性括一外的夷現形東>の並取が本書4:第2毎巴おいて考案される｣ (p1
26)｡邦2聾では.具仏的･糊 的ナtJセスC)分苛で 国民所相における書横の割合.7
I/ド兼釣Zt,原柵 策Jg丘などのfi賀田職 蛸34歩の汀灸件において考鼓される.ここ
でO壬点は.これらの器垂Edj動感a)横能的漣ENを美名しつつ.決して捜油的fT折として
のみ考えらTtている2)ではIZいということである- ｢分析ti,書初的な必耗性の乗員
のメカニズムを形成するところの蒲萎EBの相互作用における客軌的gf向の群明によってさ
ち.ここで著者たちがFE明しようと身力したことはつぎのことである-岳許発展の話す
TIJTントの漣択の外見上の完全1日Lbのかけに.いろいろ11 7 Tククー がお如 -かぶさ
った4からしい見せpりのかすに.けっき▲く.祐畢尚のそれぞれの作f耶こおける,また
漕半周の相互作用における.一定の凌規定姓 ueTeJ-TITfHPO朋Htlm )がかくれている
ということ_I (p 25).
131生産手地 産のt先的発点の法則をその発現形車との涜Il=おいて考えるさいの,共
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逓TLもの (一敗的なもの)と特有Ilもの (特殊ILもの)の相互苑係という凶兼な問掛iつ
ぎのように考えられている｡ra)生jqの一浪的な物耳的土台とその鮪 tl社会的形貞o
相互内孫として.b)れ誠鉄工薬の時頼の生来話力の発展の一校的横向と現代の科学技術
事釧こよってよぴおこされたところの特鉄色の頼互BG拓としてJ (TL26)｡
〔3〕
生産手及玉東の■先的兎展の法J11の沓ZEは.古典の研究をふまえつつ,乳圧の良性的集
材をも引証して.本番の筋1秘でfj.されている.再生産や上の持放念･托命題- すでIE
周5]のものをふく淡て- 虹科学的Siglbl与えられていて.再生産BのJL税としての生前
をt)もっている｡もちろん.法nJの主SEJとおいて,方護として改定されたく法加- 木野
的_ieXI一一外的発現杉丑≫の連関岬 かこと?)ように義用されているかが他腰の放心であ
ち.
この悦点からするかきり.方法の着用はまだ熟していない▲うに恩bれる｡
生産手段生産の且先的免髭は.ます何よりも.生出 超そのbのk:おける生丘手段と労
*力 (労4)の大きさのiEl互粥焦 (茂術的4 成 ･‡IJ鞍的Gt成)にたいする妓柑 歩o)屯鎌
的な (多心の要Eal⊂よるAljl的なもDでない)影書という面に如 ､て理堺されている (F
81) . ここから,と卿のrF月の物蜘 盗JEは生産話力の一定の発展水革にもとめられ,技
術1丘渉の一般的歴史的政令- ますます強力fl労●手段による生労寸の交軒,これにもと
づくその生産性の増大- を鼓現する｡ r生産手段生産のdi先的桑島の法JlJは.それ自dL
としては.レ一三/の牙rFb>らそうであるように.生きから生きた労■手早逐するところ
a:艮械妓特の免廉と.2つの範門から1る出金的生産の称P脚 立の客我的連関を公私して
いるJ h i(方 )｡帯1射 ,の*先約哉展の法J)JEi r社会内生点の-R的fl物耳的土台
を正接に表現するところの法則｣であり.r いつの幼合にも.法則のこのクラスに尻
Tる ｣ (I.1∝').したがって. この珪JiJは.生類拝力の一定の発展の水中一大建株
鼓紙鵬 の良港の史木立* (jl木立毛のすべての段仔ではなく)においてのみrFJ8し
はじめ,しかも.梨代の抱合的な技術半命のもとでも作用する (木柄ば)ページの引用参
■).
罪1知門の牡先的発展の法hJの出発点の円5'の彪庇と 般nlL物Jf的土台とが匹嬢的Lt
冶びつけられるのだから,この法RJは社会主税的生産形態Lこおいても作用する共通法別で
IL25-
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あるとされる｡ ｢この速粥の生成,免廉.書正あるいは消波は.正接的に生産持力そのも
のの変化の最能であり もちろん,逆の11万でこれらの道程にたいして作用するところの
生丘力の吐金的形態の杜絶ではfl'い｣ h ilo)｡この法p姥資本主*の噺 法Jqとみる
立JAは,書巻たちLt'よれは. r生産の物的-*材的内容とその祉金的形毛を区別しfLいと
いう誤壬りをおb･しており,共丑Iものと鮪 fLものを混同し.それらの長一を拘-とと
りち加えている｣ (p107).
ここで見るように.法皿の作用を.チエJL,コペ/Fi,r物的-集材的内容｣にもとづい
てZB缶Eしている｡この面からのT7'｡-チは,それ日比としては.けっして玖りではfL
(.まして技術的康成 ･有鼓的iA戒が問題である以上は.収ai的flもa)である｡しかし汲
絵の具休的な久井においてIi,す巻の77'.)-チにはかfJL-らすLも同息できrJい｡第1
に.何よりもます.本番のこの母分では.法則は生産側俵とolけ ぴつきにおいて芸aEIL
ることが王t血であった｡罪2Lt.ltrqL的iI成LCよって1='叶,つまり.技縮手合の姑果だけ
によって法則の作用をzi5Eしていること (レー ニン¢功8tはマ ,^クスの拡大再生醜 式-
資本の有也的4A庇のjd大を38人したということにのみあるのではない) . ここでは技術進
歩の展凶が大切であり.法BJはますこれとのかかわりで生じられるべきもu)である｡生産
結関係･生産の措形並 はここでかかわ.,ている｡これと的適して滞3l'" 共通跡 法JDjの
邪 にも同よしかねる襲来がふくまれているように思われる.若者は,共通法耳は いうこ
とによって.弟ILる生産形矧⊂連携して存在する何か共通なものが.Iを定a)免生彩鹿によ
って抜介されて現象するだけのものと棚 している面があるように思われる.つぎa)よう
に述べられている. r見本主我のもとでは,技術の免掛i,茨木の技術内切 威･有…
戊の増大という形義で兼界されるという事実.弟1即 1のより急速なg?大は准尉 にIi虫
本構成の布よ化の開放としてるらわれ上述の物杓;生恥i･否定しだいという8F夷は.この法
AUL(く見本主よ的内容>を与えるところの史木主我的生産形善に上ってこの法JaJが妓介さ
れているということだけを示している｣ (p.1⊂6)｡
以上の疑問は.もうひとつのことFEも関連して出てくるa)であろ｡すflわち,かれは.
生産手放生産のIt先的莞膿の法則机 上述のよっに溢hづヴられるかL･-)には.そtl,li接済
汝別ではILいとしてつぎのようlこ主張しているのである｡｢もしも罪1卿 ヨの上り急速fl
兎廉が大規模枚は制生産の一枚的物質的土台に如 ､てF故するところの過程であるとすれ
ば,それを.捷沃法則と認定することがでさるのだろつか｡間JAは当危なものであり,a
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浜学は生産fC関係の丘史的に一定の3!に凶有な渚法則.および.話社台的生産形JEの共
通性を裟胡しているいくつかの共通法別をPJlかすということとtTすぴついたものである.
このような牡点のt)とで考暮されろ節Iaitl1のgE先的先度の法月山ま,それ白味としては
(一定の生左JG紛 ら独立にとれば).おそらくまちかい1日 .JE糖に育って.脚 辛の
法則のクラスの一つとみることは決してできない.しかし.甜 学は社会的生左のすべて
の法則の兎兄と研9:を独占ナるものでは11い｡これは.あたかも.抜群学で明かされる法
例をのぞいては.生jfのと¢ようfE客柾的捷Eklも存在し1いbのような.正しくtLい.し
かしかな亡洗布している見好である｡社会的生産JE恭 (牲新堂の対象を1ナ)-の旺月の
枠州⊂おいて生産2E力と生皮技術的関係 (逆Eq)がその領民のせ7%と粒体のLtl対的自律性
をもっている. この板界内で.完全に奴起された客轍的必鉄色.すなわち法則か作用す
ら.罪1印 1の農先的魚島の法BJもこのようrJ.一客触 必恭tiである｣ (p払 W7-1CO).
この主張はもちろん 同会しかたいものであり.自己矛Tfですらある (かれは,境所を
かえて杜金主鼓のもとでのこの縫iMq)(FFfIの収抱を抜本的幌 別とのかんわんで治して
いる).それは.井なる生垂諸彩J!における技術進歩の犀Egを横溢的に位毘づけることの
不十分さ亡,共通法JlJの淵 における弱点によって,生産力の#ircのみ法Jrを考えろ こ
とにfj:ってしま-'たように払われる.だからと首.?て,出発点の方法そのものまで否定す
ることをjBIAしているわけで埠ない.
本書では,社会王*のもとでの生産手段の■先的姐 の蜘 のtt金的内容と作用の方*
那,杜金主Jt的生或形額に印して ｢日的Jと ｢手段_の弁証法として考案されている｡こ
のth-別は祉金主麓2)基本的秘 法&ほのかんれんで放定されている｡社会主意とは.r共
用して生点手放を所有し,Zl様的に社会的な仕方でその聯 直軸をgztするところの.差
合した生産甘たちの生産はま｣であり(pL148).その特有法則と社会的生産の新しい8
的lこ即して丑現すれIf,社会五穀とは ｢社食の金成.Fiの7i杜と全面的尭漣の柵 のための
iL会的生蜘 樫のaHgttあるJl抽｣である (I.148)｡この史上にもいて.r生土手度の
生差は手殴でしかなく,けっして社金主集的生産の目的ではfLい｣.したがって.tt金主
長社会は.杜金的生証の劾串に放大風のBg心をもっていることが故記される｡
ここでは.tt金主農的生産の目的から.吐金主tのもとでは粥Jt資料の牡先的見舞地
刃であるとする主jtと.紫1缶PIのiL先的兎艮lこたいする r文事きり盲B的な (OtTH･
11HTCXHA)EN孫｣の2つの立場か批判されている(p 149).前者F(たいしては. r外
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兄上のノ<ラrクス｣lこ上って批判している- r tt全は,洞穴jF料の生産をJt大する
ことにつとめるとき.一頼的には生成串良の生産を相対的Fea遠に見廉させることをよぎ
なくされているJ(911乱).後者の五gllと如 ､ては.生玉手良にたいする必声と消女jZ
科にたいする必萌が同列におかれる鎗果,tt金主美のもとでも耗持される両SMの矛眉
(井出 的)が最捷的にはずされてしまうということが托暮されている (I,1･19).
さらに.この文脈に如 ､て.社会壬生o:もとでの法則の実現の計青的性格の特愚が強喝
されている｡客観的法Dlの利用と,＼うことlこは, r法hJの作用の方向と簡 捷LC札応すると
ころの人潤の活動の方向つけ｣という形故と, ｢法DJの作用の文月U というもうひとつの
形志かある｡だから, r野1称門の柴先的発展の法則からIi,すべての灸件Oもとでの.
脚 光債のすべての師 のもとでの,かつちっとも葛いテンポをもった生蓑手段生産のよ
り急速な頚大を書事とする評価は全く出てくるものではない｣ (p._52)｡
抽象的土i的分折のJi切の2つの幸で.笈大再生産の括契牧が.マルクスとレー ニンの
垂式に抜息して.王としてJL的分折によって考涙されている.半枚串と再生ま表式におけ
る溝ZB変(i.軸 率の上下取.史本の布札的iJ皮の章動の法則性,再生産のZ8タイプなど
メ.所帯門の相互内孫,鮎 する拝年&の鵜互FE)掛とおいて昔じられておLり,そこで挽示
されるいくつかの令厄は井集あるtIOである｡ここでは.シテェビ/7に上る会式のft井
を史介しておこうtpp,49･･匂)｡かれは,レ一三1/拡大再生産泉式 (そこでは4周期ま
でしか打方されていない)における杓技と灸件をそのままうりついで,それを1∝)再生産
用Plにわたって朴■した く次耳の岡)｡rr井の焦熱 ユ,1鵬 周期全休にわたって.
均Xr姦件は完全にJ*持さA,&初の4周期の拡大再生丘の舟並の分析にもとづいて1され
たところのレー ニンの詩境iBは全周Alltわた?てヰ藷された｡局時に.新しい法D他 も義
兄された.①桶野督科生産のための生産手段の生産 (Ib)の増大テンポはJt切の12周Al
lこわたって屯下する(10333ガb･らIQ156%へ)机 その後の仝周期にわたって不変の
水坤である (10156ガ)｡(勤ilF21科2)生産 (JI)のJe大テンi'1.弟9周期までゆるや
かに性下し(10233ガから1∝ 97%へ).その鼓は増大しはじめる(leo97%から1013E
ガへ)｡㊥棚 史料生産のたわの生産手放の生皮の免鹿テンポの水準に向って生産辛皮生
血のための生蛮手段生産の免環テンd'が#落していく｡3)SF木C有汝的店成かたゆみなく
増大していくもとで.軒1秒円の発展テン判i低下し.訂2射 ヨの免震タンTfは増大す
る｡◎レー ニン表式lこよる拡大再生産における社会的生産物の各頼成奇分の発展テ./ポの
ILお-
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遁妓･逓増には限界がある｡それはIbの水準 (101.56%)にかぎりなく接近し,再生産
の軌態の均衡はそのどの周期に維持される (Ibが平衡の中心である)｡
以上のことからかれはつぎのように結論する｡｢レー ニンの表式において表現された社
会的生産の増大テンポの逓掛ま歴史的に不可避な現象ではない｡再生産過程の動態におい
て,社会的生産物の増大テンポは,2つの歴史的傾向の影智のもとでできあがろ.そのう
ちの1つ- 社会的資本の有徴的構成の増大- は過程にたいしてテンポの逓減の側で作
用し,もう1つ- 労働生産性と剰余価低率の増大- はテンポの増大の側で作用する｡
これら2つの傾向は,生産話力の増大と改尊,すなわち,技術進歩の結果であり,それら
の間でみっせつに相互迎閑している｣ (p.51)｡
このはかにこの計罪はレ-ニン表式に即してなされてきた一連の係争問題の解消を意味
しているOたとえば.｢第1部門と第2部門の発展テンポの増大していく背離をもって,
技術進歩の発展のいろいろな具休的描灸件のもとでのその一様の発現の客観的必然然性を
もって,罪1部門と罪2部門の発展テンポの接近やなんらかの段階での第2部門のより優
位的な発展テンポを排除するところの消費資料生産の但性的なたちおくれの宿命的な不可
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地 をもって実現される法D]とするところの生丘手段生圭の生先約見頃の法鬼のZt書的か
つや托fL伊東の8左をも書味している｣ (A 165).さらに.r生土手艮生島のt先的発
展の法Jnの作用は.つまるところ.社会的捻生産物全休の生産辛皮への転化を恵味すろ｣
とか,r速い展望においては.生産適笹は.細対的lこますます小さな生きた労*力しか必
羊とせJr. したがって,どこかに-t'ロの取界が存在する｣というLLSiも荊暮すろくp,
165).
〔4〕
生島の社会的老JEから11上して.泣出のfF用に大きな暮正をもたらすところの生玉ヰカ
のRetk:おけるまLtの括軍EZlは.亦2市の片辛で考手されている｡
第1S門と邪2守門の爪体的相互即掛こたいして作用するtL金的托娘 の彰書を税明す
るとき.r-tIでない鼓丘と姐 九両をもって,さわめて対立的に弗Iiる方向に作用する
ところの諾玉田の長い月t}を与えることかr可能であろうJ(A 162).それぞれの著名か
つぎのようないろいろ1卵 の作用を研究している- 生産の発展テンポ.生産的軍功7
I/卜のSI合,生産物のフ*/ド兼ね丘.生産物の原村月光的虻.井生産的世の兎JL 外
Bl実見,<ランスの鼓弗.そC中でt,王垂なのは.生産的事故フォ1/Fの割合.生亜物の7
*ンド排 よ.生産物の蝶封科兵J5度の3つである.里代の科学技術事合の押 下でのこ
れらの幸田の助虫は.生産手段生産即 1の114生&性の増大の縫兼としての生産手段の強
坊.労■手段の効率2)免atl増大と労曲射故の利用上の質の改乱 とあいまって生左手良
生産の*先的先最の法J)Jの尭現4)*化に作用することが示される. これらの津羊歯が生左
手及生産の≠先的廷丘の】生地の作用をいかにして♯正するかの考鼓にさいして.チェJL･コ
ペツIi法則0内的土台の水中と法則4:実現のメカニズム (形湛)の水中にわけている.
ます法則の内的土台の水草において.かれは丙も肝1の兎良テンポのたえざる撲近の可位
ttと必点姓はこの法則のrF用比枯そ¢ものに担ぎしており.それ自推として横内であると
主亜している｡その丑由は弟lLC社会的栓生産物における生産手段の此王のJt大にFR井が
あること (この限界は,さらにまた社会的捻生盗物そのものにおける瓜界と.表式分析に
おいて牡鼓される取非である)｡かくして.r江JIJi･うみだすところの詩集件が.そのrF
用そよわめるところo拝粂件にゆっくりとGiLE.する｣(I . 166).甫2に.支出筋 ■JL
にをける対象化された労●の羽合のJt大である｡
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法則の実額の具体的形態の水砕はおいては.法則そのものにモflわっている傾向と爽顎
の相互Eqifib叩89lZのである.かれは.ここには.生産手段生産の牡先的兜丘の法JlJの正
接的先賓とその他の話法助の発現との,T眉約に作用する諸手周 ･いろいろな対抗使向との
相互作用のFPriEJC帯があると三蛋しているh 167),
上記した一連の括麦田の中で有息的♯庇にとっても?とも王flな労■の技術鼓■Jl,労
Bbの7*ンド鼓何度.生産物07*ンド集め度の朋連をェフスチタヰ▲イIT7に如 ､て見
ておこう.,強縮進歩を瓦室生産フ*ンドのカセのqL大と労●生産性の*方との相互貞粥に
おいて棚 1 ることが彼女の王事のti心である｡狂女C主輩にはつぎa)ようfL汚突1■がふ
くまれている.flJ｢界■の技術装■よのJe大｣を, r生産手J2の肋果よの廿大を生主物1
斗也の労4兆的丘の讃小とむすCFつける｣という歩来される凍結進歩の方向 (インチ '/シ
ヴな生産兎Bの方向)を兆的的に鼓現する指増として設定する.(21労40技術装J丘,労
Aのフォンr盤■丘の肋 を独立変放とし.生産物のフ*ンr'炎釣虎,労■集約よの連載
をti属変改とする.t3)労書の技縦 ■よの劫 を.労■のフォ1/ド鼓■皮の地大とtTすぴ
つけ,かつ.その竹夫を技術玉歩の rもっとも書jaのB(向Jとみる.,(4軸 物のフォンr
JEJS衣の任下,174共的Jtの低下が技的進歩の方向である｡151その系として.初期の工事
化の段肝のフォンドSt釣Jtの帝大を,BI定7*ンTtの効果ZEの輯大と918生産性 (生&物
の労●兼弟丘)の私怨とのかんれんで悦明する.
これらの話夷Ari十分に甘尾一書している｡労Aの長瀬滋書よ-田定生土フ*ンr'のカ
I/労■春虫である.ここで分子のrm定生孟フ■1/Fのカセ｣の圭角の方向は.指定生
産フ*ンrの一時点8あたり差出jL(すなわち.く協定生産フ*ンドの効搬 >)の肋 の
方向と同一7.ある.L,たがって.116の技術鼓竹丘の連動の方向は,労♯生産牡の連動の
77内とl司-てあり.生産物の労4b兼泊皮の方向と正反対である.したがって. ｢労tの技
術鼓■丘の増大は.労4生産比の増大が技術並歩の内的な犬的艦 姓であるという事実を
足長している. 労●a)技術護1丘のJt大農のql六に,労■生島牡の■大戊の壮大が
対応する｣ (pp 3n 319)｡
- 労的 フ･ンド禁唯 (これは･塾夏生雛 の卓也)の触 (-まり｢分点
の織械化O水qLの上昇｣)か技絹逝)JTの合川性である｡したがって.EはE生島フ*ンド
の生産的力能 く効果文)の七大 (1時riZlあたり生丘7tの廿大)メ,上り小さい坤大テン･i!
のiB血方IJLLか必要とLtlい場合には芳名軸 よが低下し,フォンt'棚 Jlが七下す
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i:.逆の墳合.つまりfil丘生産フ *ンrの九能のJ*大テンポだ対応するテンポで迅加分点
且が必要とされる場合l亡は,労■恭約度が増大し.フ▲ンド炎的JZがカ火する｡この故習
の垢合が初期のエ3E化に鮎 している. (技術進歩の灸件のもとではフォ1/r策tLZlはか
fJこらす竹大するという令Jiにたては いわゆる接続頚渉の3つのタイプ- 2E本策JtJ的タ
イプ.カサJE約的タイプ.自立的タイプ- .を容易lこ批判することができる).
さらに,エフスチタネ.Lノ▲ワはiG旗7 *ソFの地上についてもくわしく考隼しており
iB去分点の胡合は穎大するという軸 を出している｡ただしこれは生産の効串の低下を食
味しているのでIirJLく.91■生産蛙の増大による尿榊 棚 度の雌 的頒bJによるのでも
ろtこれは生産手穀生産の皮先的先度の法則の作用の舞妓である.と同時に 生産の効率
的ゲ1')アントの選択か生産的習鵜の好的をもたらし 棚 フ*ソt'の梢合の村大テンポ
をおさえるところの原材料支出の不書の野的をもたらす.これは両躯門の発展テンポの蛙
立の安東である｡
原材料集めd/フ*ソド集約齢 こついては,ノ連妬巳おいてLlい譲』の歴史かあり.本
省にI.いても用語法1か1Lら1Lも一旦しておらT.そのJb玉の法P地 も完全Ft鵬 的に
況明しされているわけではない｡この2つの要田の引き下げにおける野1守門C役割の例
題,社台的生産の郷 の向上と2つのBPlの相互Bq係の連Eqの用題は,今後いっそう辞め
られるべきである.
社会的生左の2つの肘 ,の租互内孫の向耳には,社会主我Ltかんする徒弟字研究の今B
的謙瓜- 科学技術暮命.8群効串のE)l上.生活水gBの向上.社会玉串国家の計事l的招動
における法則の利用,flと- が躯拍されている.,本書は.これらの軸 を机互ft連関づ
けづつ.歴史的にも.笛規約にも.1RLA的ICもti.随一flして三色明するこてろ与である.i
だ問題提起の細 であり.したがって.科学的.こ不十分さをふくんでいる｡たとえは木筈
で主題したいことが.法AIJそのものの内等･本質にかかわる雀正ILのか.それとb法則の
発現形垂の暮正なのか.かならずLもあさらかではないのである.ともあTL.本書Ii,当
挟間EAにたいTる展ti的iI叔となっているB
